
「琵琶湖森林づくり基本計画戦略プロジェクト見直し体系図 資 料 ４

>>目指す森林づくりの方向 >>目指す森林づくりの方針 >>基本施策（４つの柱） >>推進体制
「琵琶湖と人々の暮らしを支える森林づくりの推進」 「森林の多面的機能の持続的発揮に重点をおいた森林づくり」 「１ 環境に配慮した森林づくりの推進」 「２ 県民協働による森林づくりの推進」 平成２６年度での中期目標計画（戦略プロジェクト）の見直し

「県民全体で支える森林づくり」 「３ 森林資源の循環利用の促進」 「４ 次代の森林を支える人づくりの推進」 「PDCA型行政運営システム」による進行管理と点検評価

滋賀県森林審議会における「琵琶湖森林づくり基本計画戦略プロジェクト」の見直し議論

戦略プロジェクト（H17～H21）

（適切な管理を進め、多様な森林づくりに取り組みます。）

（県民が森林づくり活動に参加する意欲を高めます。）

（地産地消によって環境にやさしい木の文化づくりを進めます。）

（森林づくりの大切さを広めます。）

戦略１環境に配慮した森林づくり推進プロジェクト

環境林の推進
・森林のもつ多面的機能の高度発揮のため人工林を強度間伐し、針広混交
林へと誘導、環境に配慮した新たな森林管理方法の検討

間伐総合対策の推進
・森林の現状調査と市町との連携による総合的、計画的な間伐の推進、長伐
期林を目指す森林での高齢級間伐を実施、間伐材の搬出と有効利用

戦略２県民協働による森林づくり推進プロジェクト

県民が森林づくりに参加できる体制づくり
・流域森林づくり委員会の設置、里山を県民参加の森林づくりの場として活
用、森林ボランティア活動推進のための情報発信機能の整備 等

びわ湖水源のもりの日の啓発
・森林づくりに取り組む意識を高める行事の実施、もりの日等が県民に定着
する普及啓発、もりづくり月間での集中的なボランティア活動を支援 等

戦略３森林資源の循環利用促進プロジェクト

産地証明で進める県産材の利用
・県産材の産地証明等による利用拡大、県産材での家造りを普及啓発、公
共施設の木造化・木質化、学校等への木の学習机の導入推進 等

森林の新たな活用と研究の推進
・木材や木質成分を利用した製品の開発、森林空間の安らぎ効果等を活用
する調査・研究 等

戦略４次代の森林を支える人づくり推進プロジェクト

森林環境学習の推進
・森林環境学習における琵琶湖と森林をつなぐ体験学習の充実、森林づく
りや木との触れ合い体験の場としての既存施設等の活用推進 等

森林を育む担い手づくり
・森林所有者への森林整備情報や技術指導を通じた働きかけ、森林組合
の合併や組合加入率の向上、技術者養成による組織強化 等

各施策の事業により進捗のバラツキはあるもの
の、全体としては順調に進んでいると評価

次期戦略プロジェクト（H22～H26）

（森林吸収源の確保と多様で健全な森林づくりに取り組みます。）

（多様な主体による森林づくり活動を進めます。）

（県産材の利用促進を図り、低炭素社会の実現に向けて取り組みます。）

（森林を守り育てる人材の育成と確保に取り組みます。）

戦略１ 環境に配慮した森林づくり推進プロジェクト

地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策の推進
・森林所有者等の理解と協力を得ながら、ＣＯ2吸収・固定にむけた総合的で計画的
な間伐対策の実施、間伐材の搬出の積極的な実施、間伐材の活用促進 等

森林の生態系や環境に配慮した整備の推進
・地域特性の応じた環境林、長伐期林への誘導、市町との連携による里山整備、ニ
ホンジカ等への被害対策、森林と琵琶湖との関わりについての研究調査 等

戦略２ 県民協働による森林づくり推進プロジェクト

県民が森林づくり活動を行う体制の整備
・森林ボランティア団体等の情報交換のための仕組みづくり、新たな参画と継続した活
動への支援、びわ湖水源のもりの日を中心とした琵琶湖を守る森林の大切さのＰＲ

様々な主体や新たな仕組みによる森林づくりの推進
・企業等様々な主体による森林づくりを促すための環境整備、ＣＯ2吸収・固定機能の
定量化、琵琶湖淀川流域圏まで広げた協働と連携による森林づくり 等

戦略３ 森林資源の循環利用促進プロジェクト

県産材の利用促進
・施業の集約化、路網整備、高性能林業機械の導入、人材育成による低コスト施業の
定着化、流通拠点の整備、産地証明制度の普及・定着 等

森林資源の新たな利用推進
・木質バイオマスの利用推進、森林空間がもつ癒しや安らぎ機能など森林資源を利
活用した新たな用途への調査・研究および実用化に向けた取り組み促進

戦略４ 次代の森林を支える人づくり推進プロジェクト

森林を育む担い手づくり
・森林経営や路網整備を提案する施業プランナーや高性能林業機械のオペレー
ター養成、地域の森林経営の中核的担い手としての森林組合の組織づくり 等

意欲ある林家・グループの育成
・地域全体での協働施業の推進、森林所有者へ積極的なの森林整備に関する情報
や技術指導を通じた施業の集約化促進 等

森林環境学習の充実
・森林環境学習の学習プログラムの充実、既存の施設や公有林などを活用した様々
な世代にわたる森林環境学習の推進

５年間の施策の点検・評価

新たな環境（社会経済情勢）の変化による課題等

急がれる県産材の安定供給体制の整備と
地球温暖化防止森林吸収源対策による
森林の保全整備の推進

戦略プロジェクト見直しのテーマ

現行「琵琶湖森林づくり基本計画」を継承して推進する内容（H17～H32）

○地球温暖化防止森林吸収源対策

○鳥獣等被害の拡大（特にニホンジカの被害）

○企業等多様な主体による森林づくりのひろがり

○利用可能な木材資源の増加

○集成材、人工乾燥材等の需要増加

○木質バイオマス利用への期待

○地域の森林整備・管理の新たな取り組み

○森林環境学習の充実

○県民が森林づくり活動を行う体制づくり

・・・・・・・・


